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1．いわゆるコブラ（die　Kopula）に関する定義は，従来といえども諸説が行
なわれてきたが，最近にいたって改めて新しい論議の対象となりつつある。そ
のひとつの例が，Walter　Jungのつぎの定義に，典型的な姿をとって現われ
ている。前者は1953年（Jung〈1＞，　s・38£），後者は1966年（Jung〈2＞，
S，36）の，同じ筆者によるものである点，時代の推移と学説の転換の相をうか
がわせて，別の興味すらひく。
　　，，Das　Pradikat　besteht　aus　Kopula十1）rddikativum．　Unter　Kopula
　verstehen　wir　die　konjugierte　Form　von　sein，　werden，　bleiben，　heiPen，
　scheinen　und　ahnliche　Verben．　Die　Kopula　hat　nur　sehr　wenig
Bedeutungsgehalt．　Ihr　Wert　liegt　in　ihrer　verbindenden　Funktion
　（Kopula＝Satzband）：＿Den　geringsten　Bedeutungsgehalt　hat　das
　Prasens　von　sein　bin，　bist，　ist　usw．‘‘
　　”Wir　schlieBen　uns　der　Auffassung　an，　daB　die　kopulativen　Verben
　Vollverben　sind　und　ihre　pradikative　Erganzung　ein　notwendiges，
　aber　selbstandiges　Satzglied　ist．‘‘
　いうまでもなく，．両者の決定的なちがいは，コブラを，，Vollverb‘‘と見るか
否か，というところにある。伝統的な定義はこれを不完全自動詞の一種であり，
「具体的な意味をもたず，単なる叙述の形式的記号として，述語名詞や形容詞な
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・どが述語であること示すため」（Curme，　S・463）のものとしていた。コブラの
日本語訳「繋合詞」は，その機能の翻訳にほかならない。
　コブラを，，Vollverb‘‘と見る根拠を要約すれば，おおよそつぎのとおりであ
る。まず，他の動詞同様，時称形式を有すること，参加する文構造上他の動詞
との区別がないこと（ことにワク構造der　Rahmenbauのつくり方に，その
『特長が認められる），そして（これがもっとも論争のまととなった点であるが）
，，bedeutufigslosccでないこと，などである。最後の問題については，交換可
．能性の有無が問われる。例えぽ，，Er　ist　Arzt．“のような文を想定しよう。　ist
を同じコブラのwird，　bleibtと交換した場合，文全体がもたらす意味表象に
は，明白なちがいが生じる。ということは，それぞれのコブラに，それぞれ独
自の意味がある，ということにつながる（vgl．　Jung，　S・36）。
　つぎに，コブラistを中心に，前域と後域におかれた2つの文成分（主語と
　　　　　述語内容詞）とは，その位置を自由に交換できる。
　　　　　　　　　前域　i　コブラ　；　後域
　　　　　　　　　　Er　　　l　　ist　　　i　Arzt．
　　　　　　　　　Arzt　　i　　ist　　　i　　er。
　このような性質は，，Vollverb‘‘独自のものであって，コブラが単なる繋合
記号であれば，当然生じえないはずである（vgl．　Grebe，　S．473）。
　＊　「述語内容詞」はdas　Pradikativum，　der　Gleichsetzungsnominativお
　　よび　die　Artergi’nzung（Grebe），　der　Pradikatsnominativ，　die
　　Gleichgr6BeおよびPradikatsa（ljektiv（Glinz）などに濁する暫定的な
　　訳語である。
　同じ理由から，上の述語内容詞は独立した文成分とみなされるべきである。
他の目的語類と同列にとり扱われなくてはならない（伝統的文法における，「コ
ブラ＋述語内容詞」の組み合わせが述語を形成する，という見方への反挺）。
　上のごとき，コブラを，，Vollverb“とする立場をまず強力に主張したのは，
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Hans　Glinzである。　GrebeおよびJungの見方は，いずれもGlinzから出
発している。　　　　　　－
　Glinzによれぽ，　seil1などのコブラは，，，lch　bin　ein　Knabe．・・，，，Got－
tess6hne　sind　am　blindesten：‘‘において，まず時間関係を明確化し一過去，
現在などへの限定的な性格一，かつ「等価を表現し」（gleichsetzend）「一般
系列への組み入れを行なう」（in　Allgemeines　einreihend）働きをしている。
最初の文の第2の名詞（ein　Knabe）はコブラを通じ「等価をもつ」ことが示
　　　　　　　　　　　　　される。いわぽ2つの「もの」（ich，　ein　Knabe）の「等価性」「一方の他系列への
組み入れ」が，ここでは表現されているのである。従来の，，bin　ein　Knabe・・で
1コの・・Sinneinheit‘‘を想定する考えは誤りであって，第2の名詞もまた単独．
独自の文成分とみなさなけれぽならない。定動詞と「一致」（die　Kongruenz）
の関係にある・・ich’・’は，言語関係においては「出発点」として，「等価の表現
を受けた」第2の名詞とは，厳密に区別されるべきである。
　　＊das　Wesenの暫定的訳語。
　つぎに，第2の文を観察しよう。かりに，，，Gottess6hne　sind　die　Blindesten．“
と言えぽ，この・・Gottess6hne‘‘は「ある特定のもの」の系列に組み入れられ
るのに対し，上掲の，，…am　blindesten．‘‘においては，純抽象的カテゴリ＿に
組み入れられて，もはや「もの」を意味しない。従って，2つの文は区別され
る（Glinz，　S・84　L）。
2・Glinz説への批判はあとにゆずるとして，「コブラ＋述語内容詞」の組み
合わせが述語をつくる，とする伝統的な見方に，従来といえども異論がなかっ
たわけではない。たとえばMoritz　Regulaは，そのような述語の形成は認め
ながらも，コブラを単なる繋詞と見ることには反対している。
　すなわち，コブラを単なる繋詞と見なすとすれぽ，述語動詞の結合的機能と
は，補足成分（目的語）を必要とするいかなる動詞にも見出すことができるの
であって，それをコブラにだけ特有の，かつコブラを特長づける機能と考える
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ことはできない。コブラは，複合的な述語の機能的側面を担う動詞なのである。
例えば，，Gott／ist　ewig．‘‘という文において，，，ist　ewig‘‘という述語の，，funk－
tionstragender　Teil‘‘（機能的側面）は，，ist‘cが，，，semantischer　Teil‘‘（意味
的側面）は”ewig‘‘が分担している。言いかえれぽ，コブラといえども，他の
動詞同様，主語とともに述語成分を導き出す。ただし，述語内容詞によって意
味を完成する，という特殊な性格をもつにすぎないのである（Regula，　S，28，
55）。
　以上のような見方を，Regulaはつぎのようにまとめている。”In　Wirklich－
keit　stellt　das　Formverb，seinc　in　der　Richtform　das　funktionstragende，
situierende　Teilpradikat　dar，　zu　dem　das，Pradikatsnomen‘das　seman－
tische　Komplement　bildet．　Bei　anderen　gleichartig　gebrauchten　Verben
verschiebt　sich　das　Verhaltnis　derart，　daB　sie　noch　einen　Teil　der
Prtidikatsbedeutung　enthalten．＊‘‘（Regula，　S．105）
　＊　Regulaの場合，コブラをさらに分類して，　seinのごとくもっぱら
　　，，funktionstragend‘‘なものと，他の，，ein　Teil　der　Pradikatsbedeu－
　　tungc‘をもあわせもつものとに2分している。
　Regulaの見方をさらに展開すれば，，，Gott　ist　ewig．‘‘において，，ewig‘‘で
あるための要件としては，，ist‘‘に当然含まれるぺき，，Gott　ist　existierend．‘‘
という前提概念がある。また，なるほど述語は，，ist十ewig‘‘の2語からでき”
てはいるが，決して　，，die　Und－Summe‘‘の関係にあるのではない。意味的
側面を担う，，ewig‘‘にしても，，，ist‘‘なしではその意味を担うことはできない
のだから，，，ist‘‘もまた機能的側面を分担することによって，意味的側面に参
加するのである。決して，，bedeutungslos　oder－leer‘‘ではありえない。
　コブラを，，bedeutungslos‘‘ではない，としながらも，コブラおよび述語内
容詞をそれぞれ独立した文成分とは見ないRegulaの説は，さしあたり妥当
なところであろうと思われる。その理由を述べることは，同時にGlinzらの
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批判へもつながるであろう。
　GlinzおよびGrebeはコフ゜ラを単一の文成分と見た結果，述語内容詞もま
た独立の文成分と見なすことになった。すでに述べたとおり，Glinzはつぎの
2つの文を別個のパターンに属するものと考える。
　　　　　　　　　　Er　　l　　ist　　i　　Katholik．
　　　　　　　　　　Er　　l　　ist　　i　　katholisch．
　前者における述語内容詞は名詞であるから，erとKatholikとは「等価」ま
たは「erがKatholikという一般系列に組み入れられる」関係に立つ。しか
しerはあくまでも「もの」である。
　後老においては，erは述語内容詞の形容詞kathoIischによって純抽象的
カテゴリーに組み入れられ，そこでは「もの」はもはや意識されない。
　こうした理由から，GlinzおよびGrebeは，名詞の述語内容詞と形容詞の
それとを・・ッキリ区別するのである。Grebeはそのぼう大なセソテンス・パ
ターンを作成するにあたって，Glinzの説を忠実にとり入れ，つぎの2つの文
をそれぞれ別のパターンとして分類した（Grebe，　S．504　E）。
　Karl　ist　mein・Freund．（Karl　nennt　michθ∫ηθη翻9η6γ．）
Die　R．ose　ist∬伽．（Die　Mutter　macht　die　Suppe　warm．）
　mein　Freundおよびeinen　LUgnerは，，Gleichsetzungsnominativ‘‘，
，，－akkusativ‘‘，　sch6nおよびwarmは，，Arterganzungccと呼ぽれる。
　まず「等価」の問題がある。前にあげた，，Er　ist　Katholik・”を考えてみよ
う。erとKatholikは果して「等価」（gleichgesetzt）であろうか。　Glinzの
主張するごとく，そこに「もの」が意識されている，という点にも疑いがある。
Katholikは「katholischの1人の人間」を念頭に思い浮かべたものではあり
えないからである（そのような典型が存在するはずはない）。「彼」という具体
的人物のイメージは，，，er‘‘という発言をすることで足りている。それにつづ
く”ist　Katholik‘‘においては，”er“の帰属する”eine　katholische　Masse“
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が考えられているにすぎず，，，Er　geh6rt　zu　den　am　Katholizismus　Glauben。
den・‘‘と言うのにほぼひとしい。従って，，ist　Katholik・・は「もの」を想定さ
せておらず・逆に・・er“は，・katholischな集団に属する・・という「純抽象的
カテゴリー」に組み入れられることになる。katholischという表現を行なう
場合と，なルら区別することはできないのである。
　Grebeは・述語内容詞として用いられる形容詞について，つぎのような限
定を行なっている（Grebe，　S・481）。すなわち，，Die　Rose　ist　schb’n．・・セこおけ
る・・sch6n‘‘は・・die　sch6ne　Rose‘・のごときおぎかえが可能だから，これは
主語に関連するものである，とす君。
　＊　その他・・Er　verhalt　sich　einwandfrei．‘‘においては，，sein　einwandfreies
　　Verhalten‘‘とおきかえうるから，この形容詞は動詞に関連している，と
　　考える。その結果，，，Die　Rose　ist　schb’n．‘‘と，，Er　verhalt　sich　einwand－
　frei・‘‘とは同一文型に属することになる。すなわち，主語・述語動詞およ
　　びArterganzungの3成分よりなる文型である。
このような限定を行なう理由は，コブラと述語内容詞とを，それぞれ独立の文
成分と見なした結果，やむなくつけ加えられた限定の感が深く，それ以上のも
のとは思いがたい。・・ist　Katholik‘‘と，，ist　katholisch・cとを区別するための
便法にすぎない，とすら考えられる。なぜならぽ，われわれはつぎのような例
を知っているからである。
　1）Sie　sind　mirfleund，　feind．
　2）Mir　ist　not，　weh，　leid，　angst．
　ここにあげたのはごく一部にすぎないが，これら述語をなす形容詞群が，い
ずれも名詞そのものであることは明らかである。1）のグループに属する形容
詞は，名詞としては当然「もの」を想定させるのに，述語となってからはその
機能を失なって，形容詞化したものである。2）のグルーフ゜のもとの名詞は，
抽象名詞（心理的表現）であるだけに，形容詞（主観的判断の表現）へ移行し
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やすいであろう。’
　いずれにしても，Hennig　Brinkrnannが主張しているごとく，「述語領域に
入った名詞は名詞の特質を失う」（”Muttersprache”誌，1949，12）のであ
り，「そうした用法においては，ほとんど形容詞的性格を帯びてくる」（Erben・
S．268）ことは，上の例を通じて理解できる。こうして，述語内容詞として用
いられる名詞はむしろ形容詞的性格をもち，同じく述語内容詞として用いられ
る形容詞とは，劃然とした線で区切ることができなくなるのである。
3．さてそこで，述語内容詞が名詞であるか形容詞であるかによって，Glinz
やGrebeの行なった区別が不可能であるとしよう。そこからは，なおつぎの
問題が提起されてくる。初級文法的にはつぎの2つの文は，疑いなく成立可能
である。
　1）　NVie　ist　der　Bus？－Er　ist　groβ．
　2）Wie　ist　das　Verkehrszeichen？－Es　ist　dreiebkig．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし，実際には1）の文は具体的に用いられることはないであろう。
　＊せいぜい。Wie　sieht　der　Bus　aus？－Er　sieht　groB　aus・“と表現する
　　にとどまるはずである。
　，，ist　groB‘‘および，，ist　dreieckig‘‘のいずれもが形態論的には同一でありな
がら，前者は現実に用いられることなく，後者は可能となる。その差異はいう
までもなく，形容詞そのものに求められなくてはならない。
．1）の文における，，groB‘‘は，いわゆる，，Stellungsnahme‘‘の｛動きを，2）の
文における，，dreieckig‘‘は，，Charakteristik‘‘（Differenzierung）の働きをし
ている。”groB‘‘は，，der　Bus‘‘固有の属性ではなく，単なる主観的判断にと
どまっているのに対し，，，dreieckig‘‘は，，das　Verkehrszeichen‘‘の属性であ
る。こうしたちがいが，2つの文の成否を決定している。
　それでは，，groB“がつねに，，Stellungsnahme‘‘の働きのみを行なうかどう
かといえば，決してそうではない。
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　Dein　Sohn　ist　ja　doch　grc～β！
　上の文は成立可能である。この場合においては，「本来小さかるべき」・・dein
Sohn‘‘の「大きさ」の意外性が，，，9roB‘‘を，，dein　Shon‘‘の属性としている
からである。
　つぎに，，Er　ist　groB．‘・が不可能，，，Er　sieht　groB　aus・‘‘ヵミ可能とすれば・
こんどはその原因を，，ist・・と，，aussehen‘‘に求めなけれぽならないであろう・
結論的に言えぽ，コフ゜ラseinの，，Bedeutungsmange1‘‘tlこその原因を探るこ
とができよう。従来の文法におけるごとく，，bedeutungslos‘‘ではないが・さ
りとてGlinzらの主張するごとく，seinをVollverbと見るのは行きすぎで
ある。むしろ「意味の希簿性」をとりあげるべきである（vgl・Brinkmann，　S，
559）。
4．以上観察してきたとおり，コブラを核とする文においては，「コブラ＋述
語内容詞」によって述語が形成される。コブラはseinも含めて「意味希薄」
なFormverbで，もっぱら述語の，，funktionstragend“な側面を担当する。
　述語内容詞は名詞であると形容詞であるとを問わず，形容詞的性格をもつ。
そして，，semantisch・・な面を受けもつ。それはさらに，　Stellungsnahmeと
Charakteristikのいずれであるか（形容詞に本来的なものもあるが，むしろ主
語との関連によって，それは決定される）によって，述語内容詞となりうる形
容詞とそうでないものの区別を生む。
　補足すれぽ，述語内容詞と・なった名詞は，Namengebung（Er　ist　・Karl・Das
ist　unser　Vaterland．）Identifizierung（Er　ist　der　Lehrer．　Sie　war　die　Blume　der
Gesellschqft．），　Klassi丘zierung（Er　ist　ein　Lehrer．），　N　ennung　der　Funktion
（Er　ist　Lehrer．）に分類される（Brinkmann，　S・568　ff）。これらの名詞につい
ては，限定的要素の有無によって，形容詞性の多寡を考慮しなけれぽならない
であろう。
　以下に報告するのは，これまでのいささか冗長な序論にもとついて，
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，，Heliand‘‘におけるコブラのあり方を観察したものである。それがいかなる
形容詞（ないし名詞）とともに述語を形成しているか，を観察することによっ
て，述語内容詞となりうる（とくに）形容詞の，，AufschluB‘‘を探ろうとする
試みとご承知いただきたい。なお，使用した写本はMである。
II
1・As・におけるコブラとしては，wesan（sein），　bilibhan（bleiben），　werdhan
（werden），　thunkian（scheinen），　h6tan（heiBen）をあげることができる
（H’olthausen，　S・173）。これらのコブラについて，名詞を述語内容詞とするも
の，形容詞を述語内容詞とするものに分け，それぞれの文例を集録する。
　名詞を述語内容詞とするものに関しては，前記のBrinkmannの分類に従っ
て，これをさらに4つのグループに分ける。ここでIdentifizierungに属する
ものは，もっとも形容詞性が少ない点にまず留意する。
2．wesan
　1）　Identifizierungに分類されるべきもの。　Otto　Behaghelはこれをさら
に，Personenbezeichnung，　Sachbezeichnung，　Abstraktumに分類している
が（Behaghel〈2＞，　S・178），ここではとくにAbstraktumにだけ注目すれ
ぽよいであろう（文例は行数順に配置しておく）。
　Thu　scalt　ases　drohtines　uuesan　m6dar　mid　mannun　264～265（Du
sollst　unsers　Gebieters　Mutter，　unsers　K6nigs　sein）
　Thiu　bium　ic　theotgodes　285（Ich　bin　des　Menschenherrn　Magd．）
　thoh　he　si　cuning　obhar　al　407（und　doch　ist　er　K6nig　Uber　alles）
　that　he　selbho　uuas　an　thesaro　middilgard　manno　drohtin．845～846
（daB　er　selber　ware　in　dieser　Mittelmark　der　Menschen　K6nig．）
　‘ni　bium　ic’，　quadh　he，‘that　barn　godes’，915（，，Nicht　bin　ich，‘‘sagte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’er，，，　der　Geborene　Gottes。‘‘）
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　　He　is　uuiskumo　eft　an　thesan　middilgard。921（Er　ist　der　sicher　einst
Kommende　hierher　nach　Mittgart．）
　　Ic　bium　f（）rabodo．fraon　mfnes，931（lch　bin　nur　der　Bote　des　Gebieters
meln）
　　Nis　thes　bodon　gimaco　enig　obhar　erdhu，941（Kein　Bote　kommt　ihm
gleich　irgendwo　auf　Erden）
　　ef　thu　sis　godes　sunu　1064，1084（Bist　du　Gottes　Sohn）
　　that　he　drohtin　uuas　1208（daB　er　der　Gott　war）
　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　A　　sle　uuarun　enes　mannes　suni　l259（sie　waren　eines　Helden　S6hne）
　　Thero　is　6dhar　sSn　uuid　strata　endi　br6d，1773～74（Der　eine　von
diesen　ist　die　breite　StraBe）
　　that　he　min　iungoro　sf，1976（daB　er　mein　Junger　ist）
　　farstuod　siu　that　hie　uuas　thie　mahtigo　drohtin　2210（Sie　erkannte，
daB　er　der　machtige　Gott　war）
　　huand　hie　is　drohtin　self，2228（denn　er　ist　der　K6nig　selbst）
　　That　s会d，　that　ik　iu　sagda，　that　is　selbhes　uuord，2442（Die　Saat，　von
der　ich　euch　sagte，　das　ist　dieselbe　Wahrheit）
　　endi　sagte　im　that　he　iro　h6rro　uuas　2926（und　sagte　ihm，　daB　er　ihr
Herr　war）
　　ik　bium　that　barn　godes　2929（ich　bin　der　Geborene　Gottes）
　　thu　bist　the　uu会ro　uualdandes　sunu　3057（Du　bist　des　Waltendenden
wahrhaftiger　Sohn）
　　the　uuas　thes　uuerodes　th6　an　theru　burg　innan　biscop　thero　liudo　4145
（der　damals　innen　in　der　Burg　des　Volkes　Bischof　der　Leute　war）
　　2）Klassifizierungに分類されるべきもの。
　　Ic　is　engil　bium，　l　I9（Sein　Engel　bin　ich）
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　　that　it　scoldi　glsidh　uuesan　hebha耳cuninges　l　29～130（daB　er　ein　Geselle
des　Himmelsk6nigs　sein　solle）　　　　　　　　　　　　　　　．
　　Th6　sprac　en　g61hert　man，　the　ira　gaduling　uuas：221．（Darauf　sprach
der　gelehrte　Mann，　der　ihr　Verwandter　war）
　　siu　iS　githungan　uuif；319（sie　ist　ein　treffliches　Weib）
　　thoh　ic　si　is　scalc　6gan，939（ob　ich　sein　eigenes　Knecht　sei）
　　that　gi　thesoro　uueroldes　nu　f～）rdh　sculun　salt　uuesan，1362～61（daB
ihr　in　dieser　Welt　fortan　das　Salz　sein　sollt）
　　huuand　sie　alle　gebr6dhar　sint，1439（da　sie　doch　alle　BrUder　sind）
　　huand　ic　bium　s6　sundig　man　mid　uuordun　endi　mid　uuercun　2106～7
（denn　ich　bin　ein　gar　sUndiger　Mann　an　Worten　und　an　Werken）
　　that　he　god　uu含ri　2340（daB　er　Gott　ware）
　　endi　sind　thesa　sSliga　man，　that　hluttra　hr6ncorni，　thea　mi　her　h6read
uuel．2584～85（und　es　sind　diese　seligen　Menschen，　das’Iautere　Korn，
．die　auf　mich　hin　lauschen　wollen）
　　that　thu　sis　god　selbho，　heleandero　bezt．3060～61（daB　du　Gott　selber，
der　beste　Heilande　bist）
　　that　ik　thin　herro　ni　si　4694（daB　ich　nicht　dein　Herr　sei）
　　（he）uuas　mari　meginthiof’5400（er　war　ein　arger　Erzdieb）
　　3）Nennung　der　Funktionに分類されるぺきもの。
・h・nuu会・・n　u・i・nu…amna　an・・ibhun・・u・i・…gib。nk。。。。ndi’
gibeddeon，146～7（danach　waren　wir　nun　miteinander　Bankgenossen　und
Bettgenossen　siebzig　Winter）
　　uu含run　thoh　s6　strfdige　man，4854（doch　waren　sie　gar　streitbare
Manner）
・（he）uuas　thar　radgebho：5128（Er　war　dort　Ratgeber）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　4）　Namengebungに分類されるべきもの。　　　　°
　　that　thu　Helias　sis　3043（daB　du　Elias　seist）
　　that　ik　bium　mahtig　Crist　3084（daB　ich　der　mtichtige　Christus　bin）
　＊　この種に属する文例はきわめて多数にのぼるので省略する。
　一定数の文例を集録し，これをその頻度比率に従って比例配分すると，上に
見るような結果を得る。なおIdentifizierungについて，Behaghelは，つぎの
ように定義しているが，念のためまずこれを引用しておく（Behaghel〈2＞，　S・
178）。
　　，，Es　wird　mit　dem　Verbum　ein　Substantiv　verbunden，　das　einen
individuell　bestimmten　Begriff　enthalt；dann　hat　das　Verbum　die　Auf－
gabe，　sein　Subjekt　mit　der　im　Pradikat　stehenden　Gr6Be　zu　identifizieren；
nur　das　Verbum耀∫αηwird　in　dieser　Weise　verwendet。“
　　またBrinkmannの説明はつぎのとおりである（Brinkmann，　S．569）。
　　，，lm　eigentlichen　Sinne　ein　zweiter　］NTame　ist　das　AufschluBwort，　wenn
es　zum　Subj　ekt　im　Verhaltnis　der　Identitat　steht．　FUr　den　einen　Namen
wird　dann　ein　anderer　gesetzt。　Der　zweite　Name　ist　so　gewahlt，　daB
er　dem　Anliegen　der　jeweiligen　Situation　entspricht．　Er　sagt，　unter
welchem　Gesichtspunkt，　das　Subjekt　von　Bedeutung　ist．　Im　allgemeinen
k6nnen　bei　diesem　Verfahren　die　beiden　Namen　ausgetauscht　werden．．．
Als　sp・a・hli。h・，　M。，km。l　d。，　hi。，　g。Ub・。n　V。，f。hren、。。n。・Adm。niT
daB　beide　Stellen　gellau　determiniert　sind（durch　den，，bestimmten
Artikel‘‘oder　durch　das，，Possessivpronomen‘り．‘‘
　　＊Wladimir　Admoni，　Der　deutsche　Sprachbau，19601，19662．
　　以上のBehaghelおよびBrinkmannの定義を念頭において，，，Heliandc‘
から集録した結果を観察すると，つぎの点が明らかになる。
　　まずNamengebungを例外とすれば，　Identifizierungに属する文例が圧倒
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的多数を占める，という点である。Nennung　der　Funktionに属する文例は
これに対してきわめて少数にすぎない。Identi丘zierungは，若干の論理のずれ
をあえてすれば，GlinzのいうGleichsetzungにあたる働きである。現代語
の文法を根拠にむしろ否定されるべき点を指摘したGleichsetzungに近い文
例が，この古サクソン語ではもっとも多数を占める理由はどこにあるのであろ
うか。「述語領域に入って形容詞的性格を帯びてくる」名詞の用法が，これに
反してきわめて少いのはなぜであろうか。
　第一に考えられることは，，，H合liand‘cという文献の特異性である。聖書の
翻案書という性質上，断定的表現が多く，Identi丘zierungとはいうものの
Namengebungと同じカテゴリーに入れうる文例が多数にのぼっている。
　that　he　god　uuari　2340（daB　er　Gott　ware），　he　drohti　nuuas　1208（er　war
Herr），　ef　thu　sis　thiodcuning　5583（wenn　du　Volksk6nig　seist），　thit　is
hebhencuninges　sunu　997（das　ist　des　Himmelsk6nigs　Sohn）などの代表的文
例を見て明らかなように，述語内容詞となっている名詞のほとんどすべてが
「唯一者」を意味しているのである。もちろんBrinkmannの定義するIden－
ti丘zierungも，「唯一つの存在」をさすのであるが，（Du　bist　doch　der
HauP　tmann？），同時に種概念に転ずることも不可能ではない。ところが，
，，Heliand‘‘中の例では，述語内容詞となった名詞は，，god‘‘であり，，，drohtin‘‘
であって，種概念への転化はまったく封じられた語ぼかりである。言いかえれ
ば，，he伽砺πuuas‘『ま，，he　Krist　uuas‘‘となんらの差もずれももっていな
い，と考えることができる。
　このような特殊な名詞のみを述語内容詞として構成されているのであってみ
れぽ，すでに述べたように，Namengebyngと同じカテゴリーに入れること
のできるものが大多数を占めるのも当然であろう。
　第二にCurmeの言及していることであるが，・・he，　drohtin　uuas‘c…he
Krist　uuas‘‘の型の文の原型は，，he　drohtin‘c，，，he　Krist‘‘であった（，，die
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Apposition‘‘の一種）。
　以上2つの点を考慮すると，”Heliand“において名詞を述語内容詞とする
コブラwesanは，その述語名詞の形容詞性が認められないかぎり，それ自身
の「意味希薄性」が現代語のseinよりも高い，と断定してよさそうに思われ
る。事実，Behaghelも指摘しているとおり，　Identifizierungに用いられる
コブラはwesan　1語だけである。「意味希薄性」がwesanより低い他のコブ
ラの場合には，このような現象は認められない。
　それでは，述語内容詞の形容詞性が述語名詞に認められない場合，そのよう
な側面はどこで担われているのであろうか。ここで形容詞を述語内容詞とする
文例に目を向けてみよう。
　述語内容詞として用いられる形容詞のきわめて多くは，主語の性・数との一
致を示して格変化している。あとで述べる理由から，ここではそのような格変
化を示した形容詞のすべてをあげていく（格変化していないものの数はさらに
多いことを付記しておく）。
。，m（・・m）・thi・he・an　i・・m6d・a・me　thu・h　6dm6di・1301～2
（die　in　ihrem　Gem並t　waren　arm　in　Delnut），1304，1306，4412．
bli。d（bli・d）・th・m　th・・bli・d・　uua・un，2358（d・n・n・di・d・bli・d
waren），3549，3605，
d，6bhi（t・Ub・）・gi・i・d・u・6伽伽，4723（ih・・eid　n・n・・b・t・Ubt）
。nuu。，di（・in・timmig）・ni・thit　Iud・・n・f・1・，・・1・・伽・rdi・’3042～
43（Ni．cht　sind　die　Judenleute　alle　einmutig）
f。・［・］h・（b・・g・）・t・h・i・i・dgi・6勲’・？2253（W・v…eid　ih「
so　in　Furcht？）
f，ah（fr・h）・siゆ…　i・・m・・d・鰍・，4725（…si・d　i・ihrem
GemUt　froh），5894．
ffi，（berei・）・Th6・uua・un・h・a・uui…m・nf・2sa　t・fa・ann・・649～650
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（Da　waren　die　weisen　Manner　bereit　zu　fahren）
　　gern（begehrend）：　thea　thes　gerne　sint，　that　sie　hir　gefrummien　1921
～22（die　begierig　sind，　daB　sie　immer　erfUllen．．．），3901，5527．
　　geginuuard（gegenwartig）：thie　for　imu　geginuuarde　simlun　sindun：
4301～2（die　gegenwartig　um　ihn　immerdar　sind）
　　ungi16bhig（unglaubig）：　ungil6bhiga　sind　helidhos　iro　h合rron：　3006～
7（Unglaubig　sind　die　Helden　wider　ihren　Herrn）
　　gladm6d［i］（fr6hlich）：uuarun　thar　an　luston　liudi　atsamne，　gumon
81adm6die．2006～7（＿waren　da　in　Lust　die　Leute　gesellt，　das　Volk
frohgemut）
　　g6d（gut）：Treuua　sind　s696ぬgumono　gehuilicumu，2489～90
（Treue　ist　so　lieblich　fUr　jeden　Helden）
　　gram（feindselig）：the　imu　er　grame　uuarun，3719（die　ihm　feindlich
waren）
　　grim（zornig）：that　ni　uuarun　uueros　6dhra　s6　grimme　under　Iudeon
2663～64（Keine　waren　sonst　so　zornig　unter　den　Juden）
　　hold（ergeben）：thea　im　an　iro　m6dsebhon　holde　ni　uu含run　539～540
（die　in　ihrem　GemUt　ihm　nicht　hold　waren）
　　gih6rig（gehorsam）：that　im　uuarun　s6　gih6riga　hildiscalcos，68（so
daB　Israels　Abk6mmlinge　ihm　untertan　waren），82，2115，2981．
　　hfidh（kund，　bekannt）：ni　sind　mi　thine　quidi誠励θ，4964（Nicht　sind
mir　deine　Worte　bekannt）
　　gilanga（reichend）：　thar　iro　uuarun　at　thia　helpa　gilanga．　5917（der
ihr　mit　der　Hilfe　Uberreichend　war）
　　lari（1eer）：　endi　sind　thesa　stedi　ldrea（und　die　Statte　ist　leer）
　　ledh（Ubel）：Sumun　uuarun　eft　so　1鋤αlera　Cristes，3788（Doch　war
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andern　so　leid　die　Lehre　Christi），4124．　　　　　　　　　　　　　　　，
　　1iof（lieb）：　sia　uu盒run　gode　liebha，19（sie　waren　Gott　lieb），1683，
1727，5529．
　　g61Sk（gleich）：　Than　uuesat　gi　eft　an　iuuuon　dadiun　dtibhon　geltca，
1884（Dann　seid　ihr　aber　auch　in　euren　Taten　den　Tauben　gleich），3067．
　　m6ro（mehr，　gr6Ber）：Bethiu　sind　ira　gebha漉roπ，3776（Darum　ist
ihre　Gabe　mehr）
　　mildi（gnadig）：so　uuesat　gi　iro　mannun　fordh　an　iuuuon　hugiskeftiun
Iangsamna　mildea，1848～49（So　seid　fUr　die　kranken　Menschen　aus
heilem　Herzen　zur　Hilfe　bereit！），2491，4397，4401．
　　mislik（verschieden）：sie　s三nd　so珈5翫α，2492（sie　sind　so　verschieden）
　　opan（offen）：endi　hellie　sind　imu　opana，3078（und　die　H611e　ist
ihm　offen）
　　ripi（reif）：endi　an　them免lde　sind倉uhti　r顔σ，2566（und　auf　diesem
Feld　sind　Friichte　reif）
　　sad（satt）：Nu　sint　thina　gesti　sade．2060（Nun　sind　deine　Gaste　satt），
　　　　　’
2866．
　　salig（fromm）：Quadh　that　6c　561忽θuu含rin　thie　rincos，1320～21
（Er　sprach，　daB　auch　selig　waren　die　Recken），1308，1312，1314，1316，
3838．
　　scin（hell）：　hier　sind　noh　thia　stedi　56伽α，5826（Hier　ist　noch　die　Stelle
erkennbar）
　　sculdig（schuldig）：　the　gi　sculdige　sind　an　that　geld　gebhen．3820～
21（die　ihr　schuldig　seid　als　Zins　zu　zahlen）
　　starkm6d（tapfern　Mutes）：than　uu含rin　s6　starkm6de　uuidher　stridhugi，
5221（so　waren　so　starkmUtig　wider　die　streitbaren　Feinde）
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　　triuuui（treu）：thea　uuarun　imu　triuuuistoq，3517（die　ihm　die　treuesten
waren），4124．
　　uuar（vorsichtig）：Uuesat　iu　so　uuara　uuidher　thiu，1882（Seid　ihr・
euch　davor　vorsichtig，．．．）
　　giuuar（bemerkelld，　gewahr）．：he　uuas　is　an　is　hugi　iu　than，　giuuaro
uualdand　Crist：3196～97（．．．wie　der　waltende　Christus　bemerkte）
　　uuerdh（wert）：　‘thina　d含di　sind’，　quadh　he，‘uualanda　uuerdhe　l　I　5～
ll6（”Deine　Werke　sind，“sprach　er，”dem　Waltenden　wert．．．），1258，
1298，1471，1860．
　　uuillig（willig）：ef　sie　is　uaillige　sind，3399（wenn　sie　ihnen　willig　sind）
　　uuirdhig（wUrdig）：　s6　uui　uu・irdhige　sind，1611（wie　wir［dessen｝
wUrdig　sind），1729，1933．
　　uulitig　（von　glanzender　Sch6nheit）：　uuangun　uu含run　im　uulitige．
201（Wangen　waren　ihm　licht）
　　uur合dh（kummervoll）：ac　uu盒run　im　s6耀6励αuulanka　thioda，4220
．（sondern　von　Feindschaft　erfUIIt　war　das　Volk，　das　drdste），5189，5541，
5695．
　　これら語尾変化した形容詞を，すべてにわたって，，Stellungshahme‘‘か
，，Charakteristikc‘かに分類することはできないが，およそ「属性」を表わすも
のが大多数を占めていることがわかる。従って，これらの用法は「形容詞の示
す属性をもった『もの』」を示している，と考えることができよう。すなわち
Glinzの主張とはまったく裏腹に，形容詞が「もの」を意味する方法に近づ
　　　　　　　＊くのである。
　＊Moritz　Heyneは，このような用法の形容詞を，むしろ「形容詞の名詞
　　　化」の線から処理しているように思われる（M．Heyne，　Heliand．　Mit
　　　ausfUhrlichem　Glossar，　herausgegeben　von　M．　Heyne，18732）。
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　　wesanに関する限り，述語内容詞の名詞は形容詞性をきわめて薄くし，その
側面を形容詞が名詞に近づくことで補っている。一方，形容詞にそのような傾
向の認められないケースは，語尾変化しない述語形容詞において認めることが
できる。
　　wesanと並んで，，das　statische　Verbum‘‘に属するbillbhan，　thunkian，
hetanの実例を，つぎに観察してみよう。
．3．　bi1盆bhan
　　この用例はつぎの2つしか発見することができなかったので，とくに重要な
要素をここからひろい出すことはできないであろう。
　　er　than　thero　uuordo　uuiht　bilibha　un16stid，1426（ehe　unerfUllt　eines
．aller　dieser　Worte　bleibe）
　　6r　than　it　eo　belibhe，　nebho　man　is　lof　spreke，3732（ehe　denn　geschehe，
daB　nicht　erschalle　sein］Lob）
　　第1例は形容詞を，第2例は副文を述語内容詞とするものである。
・4．　thunkian
　最初の2例を除いては，すべて副文とともに述語を形成する例ぼかりである。
　　saga　huat　thi　thes　an　thinumu　hugi　thunkia，3812（Sage，　was　das　dir
zu　deinem　Herzen　dUnken　k6nnte！）
　　mi　thunkid　uunder　mikil，　huf　gi　that　te　uu盒run　ni　uuitin，4150（Wunder
difnkt　es　mich．．．），4904．
　　s6　mi　thes　uundar　thunkit，　huu6　it　s6　giuuerdhan　mugi，157（so　dUnkt
mich　ein　Wunder，　was　es　so　geschehen　sollte）
　　mi　thunkid　an　is　uuisu，　that　he　si　betara　than　uui，211（Mich　dUnkt
seinem　Wesen　nach，　daB．．．）
　　than　thunkid　imu，　that　he　sie　gerno　f～）rdh　Iestian　uuillie，2496（Dann
dUnkt　ihm，　daB．．，），682．
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　　　s6　mi　an　minumu　hugi　thunkit，2935（wie［es］mich　in　meinem
Herzen　dUnkt）
　　ni　thunkid　mi　thit　s6mi　thing，　that　thu　mlne｛f6ti　thuahes，4508（Nicht
difnkt　mich　solches　geziemend，　daB．．．）
　　s6　huedher　s6　mi　selbhon　su6tera　thunkit　te　gifrummianne，5348（was
von　diesen　Dingen　mich　dUnkt．．．），3406．
5．　h6tan
　　that　he　Iohannes　bi　godes　l合run　hetan　scoidi，219（daB　er　nach　Gottes
Lehren　Johannes　heiBen　sollte）
　　ne　het合r　giouuiht　s6　adhelboranes　Uses　cunnies，222（so　hieB　nicht
einer　ehedem　von　den　Edelgeborenen　unsrer　Sippe）
　　that　gi　m6tun　h合ten　hebhencuniges　suni，1461（daB　ihr　heiBen　m6gt
des　Himmelsk6niges　Sohn）
　　behuiu　thiu　m盒rie　burg　Hiericho　h合tid，3625（und　warum　die　machtige
Burg　Jericho　heiBt）
　　第2例を除き，他はいずれもNennungであって，　wesanの用法に近い。
　　最後に・・das　motorische　Verbum‘‘のwerdhanの用例をあげう。
6．werdhan
　　werdhanはこれまでに述べたコプラとは，そのおもむきを異にしている。
少くとも・Gleichsetzungが可能である要件は，その用法ごとに検討しなけれ
ばならないであろう。・・Heliandc‘で用いられている限り，　werdhanは「相対
的概念」しか名詞の述語内容詞として伴っていない。すなわち，他とくらべて
形容詞性がより高いのである。
　　quadh　that　it　Kristes　gisidh　an　thesaro　uuidun　uuerold　uuerdhan
scoldi，136～7（sagte，　daB　es　Christi　Geselle　in　dieser　weiten　Welt　werden
sollte）
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　　that　uuirdhid　thi　uuerk皿ikil，501（da皿werden　dir　die　Werke　gar
viel）
　　Nis　thes　bodon　gimaco　enig　6bhar　erdhu，　ne　nu　aftar　ni　scal　uuerdhan
942～943（Kein　Bote　kommt　ihm　gleich　irgendwo　auf　Erden，　noch　wird
ein　anderer　dessen　kUnftig　werden）
　　endi　uuardh　im　fises　drohtines　man：　1198（und［er］wurde　ihm
unseres　Christi　Mann）
　　［sie］uuurdhun　is　thegnos　te　thiu，1239（sie　wurden　deshalb　seine
Getreuen）
　　is　sundeon　uuerdhad　imu　sorga　an　m6de：3496（seine　SUllden　werden
ihm　Sorge　im　Herzen）
　　uuerdhat　Usa　obharhobhdun　rinkos　fan　R6mu．4141～42（wurden
unsere　Herrscher　die　Recken　von　Rom）
　　つぎに形容詞を述語内容詞とするものすぺてをあげる。
　　ald（alt）：　that　he　io　obhar　thesaro　erdhu　ald　ni　uuirdhit　726（daB　er’
auf　dieser　Erde　nicht　alt　werde）
　　bitengi（drUckend）：uuardh　imu　Satanas　s6ro　bitengi，4624（Satan
wurde　ihm　sehr　drUckend）
　　blidhi（licht）：Tho　uuardh　im　is　hugi　suidhoう1f砺an　is　briostun，
473～474（Da　wird　ihm　sehr　freudig　in　seiner　Brust），665，968，3134．
　　ctidh（bekannt）：Tho　uuardh　that　s6　uuido　ctidh　6bhar　that　forgebhana
land　gumono　gihuuilicum，907～908（so　ward　das　gar　weit　bekannt
Uber　das　gelobte　I、and　den　Leuten　allen），386，937，1202，1207・2071・
2220，5518，5624，5886．
　　fagan（froh）：Thes　uuirdhid　so　fagan　an　is　m6de　man　te　s6　managaro
stundu，899～900（Des　wird　so　froh　gar　vielfach　das　Volk）
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　　fagar（sch6n）：fagar　uuardh　an　flδde．2260（freundlich　ward　die
Flut）
　　fast（fest）：tho　uuardh　imu　eft　hlutter　uuaterfast　under　f6tan，2958～
59（Da　ward　ihm　hart　das　Wasser，　fest　unter　den　Sohlen）
　　gi－fragi（berUhmt）：Th6　s6　gl碗g6　uuardh　aftar　theln　landskepium
l合reandero　bezt　2810～11（Da　ward　viel　gerUhmt　Uber　die　Landschaft
hin　der　Lehrer　bester）
　　fr6m6d（frohgemut）：Tho　uuard　fr6m6d　hugi　b合dhium　them　gibr6dh－
run：　ll63～64（Da　ward　frohgemut　der　Sinn　den　beiden　BrUdern），
3559．
　　ful（voll）：uuardh　giuuittiesμ，783（［Er］ward　der　Weisheit　voll）
　　garu　（bereit）：　‘Hebhenriki　uuirdhid，’quadh　he，　‘garπ　gumono　s6
huuem，　s6　ti　gode　thenkid‘956～957（，，Das　Himmelreich　wird“，　sagte
er，，，hilfsbereit　zu　jedem，　wenn　er　Gottes　gedenkt‘‘），2939，5940～41．
　　gibhidig（beschert）：ni　muosta　im　erbhiuuard　an　iro　iugudh6di
g伽翅guuerdhan－79～80（Kein　Erbwart　wurde　in　ihrer　Jugendzeit
ihnen　jemals　beschert），195，3379．
　　gin会dhig（gnadig）：huuande　he　im　uuil　gθη畝g　uuerdhen；1319
（denn　er　will　ihnen　gnadig　werden），2249．
　　gladm6d（fr6hlich）：uuardh　im　thar　gtadm6d　hugi．2737（Da　wurde
ihnen　froh　das　Herz）
　　gram（feindselig）：than　uuirdhid　im　uualdand　gram，1377（dann
wird　ihm　der　Waltende　gram），1441．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　harm（schmerzlich）：Th6　uuardh　that　hebhencuninges　boden　harrn
an　is　m6de，　that　he　is　giuuerkes　s6　uundron　scolda　l　59～160（Da　ward
der　Himmelk6nigsbote　in　seinem　Herzen　so　schmerzlich，　daB　er　seine
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Handlung　bezweifeln　muBte），4868～69．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　h61（gesund）：endi　uuirdhid　is　lichamo観endi　hreni，2110～ll
（und　sein　Leib　wird　hei正und　gesund）
　　her（vornehm）：Th6　uurdhun　thes　s6　malsce　m6dag　fblc　Iudeono，
thiu励ぽuuardh　thes　s6加6瑠g，4925～26（So　UbermUtig　ward　da　das　arge
Judenvolk，　so　prahlend　ward　der　Herrscher）
　　hluttar（lauter）：that　gi　thurh　min　handgiuuerc　hluttra　uuerdhan　885
（daB　ihr　meiner　Hande　Werk　aufrichtig　werdet）
　　h6ti（erzUrnt）：antthat　im　uuardh　thie　uueroldcuning　an　is　hugi
huoti　5284～86（bis　schwer　auf　ihn　erzUrnt　war　der　Herrscher　in　seinem
Herzen）
　　hreni（rein）：　‘that　gi　uuerdhan　加6ηθθ’，　quadh　he．878（，，daB　ihr
gesund　werdet，‘‘sagte　er），2111．
　　hriuuuig（bekUmmert）：uuardh　imu　hugi　hriuuig，3094（sein　Herz
wurde　betrUbt）
　　hr6mag（UbermUtig）：4926（s．　her）
　　lat（trage，　spat）：，　thoh　sie　sume　s6伽θuuerdhan，3515（wenn　auch　sie
die　letzten　werden）
　　ledh（widerwartig）：　that　he　uuardh　is　drohtine　J6砒，1047（daB　er
verlieB　seinen　Herrn）
　　liof（lieb）：untthat　im　th61iobhora　uuardh，　that　he　is　craft　mikil
ctidhien　uuolda．　l　l　23～24（bis　ihm　dann　lieb　wurde，　daB　er　seine　vielen
Kraft　kunden　wollte）
　　1ioht（licht）：uurdhun　imu　is　uuangun　liohte，3124（seine　Wangen
wurden　klar）’
　　16s（los，　ledig）：that　he　uurdhi　is　ferhes　16s，2684（damit　er　sein　Leben
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verl6re）
　　mari（bekannt）：s6　it　gio　mdri　ni　uuardh　535（da　es　euch　nicht　bekannt
　　　　　　　　　，
ward）
　　mildi（freundlich）：S含lige　sind　6c　them　hir　mildi　uuirdhit　hugi　an
helidho　briostun：　1312～13（Selig　sind　auch，　die　hier　mild　werden，　die
Helden　in　ihrem　Herzen），1314，1538，2192～93，2998，3010，3366，3501，
3647．
　　m6dag（zornig）：thiu　meri　uuardh　s6　muodag，2245（so　grob　ward　das
Meer）
　　nah（nahe）：ac　th6　uuardh　im　the　hatola　te　nah，3596（aber　da　kam
ihnen　der　Hasser　zu　nahe）　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　δdan（beschert）：　Thanan　scal　thi　kind　6dan　uuerdhan　an　thesaro
uueroldi．276～277（So　soll　dir　ein　Kind　beschert　werden　in　dieser　Welt），
204，303，5525．
　　6dharlik（verandert）：Tho　imu　thar　te　bedu　gihn合g，　tho　uuardh　imu
thar　uppe　6識α耽oγαuuliti　end　giuu我di：3122～24（Als　er　da　zum　Gebet
sich　neigte，　da　wurde　ihm　dort　oben　alles　verwandelt，　Gewand　und
Aussehen）
　　quic（lebendig）：　than　uu6rdhad　fan　d6dhe　euica　4049（dann　werden
vom　Tode　lebend）
　　salig（selig）：s6　huene　s6　s6∫畝g　m6t　uuerdhen　an　thesaroりueroldi，
892～893（jeden，　der　so　selig　will　werden　in　dieser　Welt），1336，1940，
3784．
　　ser（schmerzlich）：Than　uuirdhid　im　s6r　hugi，1357（Dann　wird　ihnen
das　Herz　betrUbt），3178，
　　sicor（fr’ei　von）：　te　thiu　that　firio　barn　fernes　ne　uuurdhin，　sundiono
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si、。，a．5439～40（d・mi・di・M…ch・nki・d・r…d・・H611・ni・ht　wU・d・n
gesichert，　vor　SUnden）
，ci。（、i・h・b・・）・th・…i・dhid　he・e・an・h・m・　ma・・n・・6・4310
（am　Mond　wird　es　kund），5044．
、pah［i］（kl・g）・一・h・・ni　uu・・dh・idh・・e・ig　m…p・ak・n・・6脚励一
571～572（D・w・・d・・eitd・m　k・i・・i・・ig・・M・n…b・・eit　und　k1・g）
、t。，c（，t・・k）・Efi・th・n　uui・dhid・iuuu・m6d　t・starc・・1620（Wi・d・be「
dann　euer　GemUt　so　stark）
，till（、till）・th・t　thi・・t・6m・s　scul・h伽・uuerdh・n　gi・h・t　uu・d・・
uunsam．2255～56（daB　der　Wogen　Kamme　kleiner　werden　und
wonnesam　das　Wetter）
，uu6ti（。ng・n・hm）・uu・dh・・im　th・a　le・a　C・i・t・…6　・u6t・a　th・m
gi，idh・a．1147～48（ih・・n　w・・d・・di・L・h・e　Ch・i・ti・・li・bli・h・den
Gesellen）
uua，（w・h・）・Th・・a　q・idi・uu・・dh・d・蜘，　th・t・…bilibhid・・1967
～68（Di・・e　Ku・d・wi・d　w・h・，　d・B・・ni・ht　l・ng・bl・ibt），3919・
giuu・・（9・w・h・）・Th・uu・・dh・h…h・g・・m・n・9　9・uuar…that
th。，　th・hel・9・C・i・t．．．te・an　uu・・ht・2064～69（D・wu・d・n　d・・D・g・n
。i。1・g・w・h・＿，　d・B　d・der　h・ilig・Ch・i・t…・i・Wund・・wi・kt・），3046・
5427，849．
　　uut、（kundig）・N・i・gi・m・nn…iuu・・dh幡an　minera　uu…ldi・
272～274（E・k・nnth・b・i・h…h・i・i・m・i…hL・ib・i・・n　M・nn）・
2789．
　　uund（。・・wund・t）・h・uua・dh・n・h・・h6bhid・uund・4877（・・w・・d
am　Haupt　wund）
　　。。，εdh（b・kamm・・t）・Th・・uu・・dh　im灘鋤h・gi・・5464（S・w・・d・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿122一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Heliandにおけるコブラの問題　（早川）
ihnen　das　Herz　traurig）
　分詞形容詞を述語内容詞とするものは，つぎの3例にとどまっている。
　gefrodot（erfahren）：Sum　uuirdhid　than　s6　suidho　gefrodot，3493
（Mancher　aber　wird　erfahren　so　sehr）　　　．
　gibolgan（gezUrnt）：　Thoh　gibolgan　uuardh　snel　suerdthegan，4865～
66（Da　wurde　gezUrllt　der　schnelle　Degen）
　6can（schwanger　sein）：　uuardh　thiu　quan　6can，193（wurde　das
Weib　schwanger）
　一見して明らかなように，werdhanと結ぶ形容詞のうち語尾変化したもの
はwesanの場合より少い。これは，　werdhanの述語形容詞における形容詞
性が，wesanの場合よりも高いことを示すものであろう。
　なおwesanと結ぶ無変化の述語形容詞の検討作業を残しているので，軽々
に結論することはできないが，古サクソン語のコブラの2大支柱wesanと
werdhanは，その述語形成能力にかなりのちがいをもつこと，前者が述語内
容詞として名詞またはこれに準ずるものを，後者は形容詞またはこれに準ずる
ものをもつことが，おおよそ確認されたように思う。ここから出発して，つぎ
の段階では形容詞のあり方の分類に入っていくのが，第三の問題である。（未
完）
　（付記）　古サクソン語の現代語訳には，できるだけ直訳を試みたが，それが不可能な
　場合には，別記の現代語訳を利用した。なお，活字印刷を考慮して，6，aはbh，
　dhとっつっておいた。
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